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楽にやってたんだけど、それからはいろ

いろ飛び回ってるっていうわけ。大学の

仕事は60％くらいしかやってないから、

それで日本にも来れたんだけど。

----こういう仕事につこうと前から考え

てました？

いや……その、3万冊売れる本を書い

て大学のコンピュータセンターの責任者

になるとか……。実際、今こういう楽し

いインターネット関係の仕事というのと、

大学のコンピュータセンターに戻るって

いうことの板挟みになってるんだ。まあ、

9月には大学に戻ることになるけどね。

----米国でのインターネットの状況をど

う考えてますか？

今インターネットで拡張しているのは

商用の部分だね。高等教育分野での接続

は終わってるからね。僕らは子供たちの

学校を接続しようとしてて……幼稚園か

ら小学校、中学校のレベルだけど……そ

ういうところはほとんど接続されてない

し、つながってても使えるのは先生だけ

で、生徒が自由に使えるようになってな

いんだ。NSFネットがなくなっていって

るから、多くの学校向けの補助金がイン

ターネットの接続に使われることになる。

これまでのインターネットについていえ

----日本ではいろいろインタビューを受

けたそうですが、どういうことを聞かれ

ましたか？

もっぱら商用ユースについてだね。み

んな同じような……。

----あなたの仕事について話していただ

けますか？

イリノイ大学の学術コンピュータセン

ターでアシスタントディレクターをやっ

てる。学生数は3万人くらい。ネットワ

ークを使った情報のデリバリーが担当分

野だね。だからWWWのサーバとMosaic

のサーバを扱ってて、古典的なドキュメ

ントを学生がオンラインで扱えるように

してるわけ。

最初に、NCSA（National Center for

Supercomputing Applications）ができた

ころ、コンピュータセンターを利用でき

るようにスタッフを組織したんだ。そこ

でインターネットと接続することになっ

たのが、インターネットとの最初の出会

いというわけだね。最初はNCSAにサー

フネットをつなぐことをやってたんだけ

ど、NSCAというのはとても競争が激し

いところで、しばらくやってるうちに燃

え尽きちゃって、方向転換して今の学術

コンピュータセンターに移ったんだ。ま

あ、本を書くまではなかなか楽しく、気
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ば、大学はほとんどお金を払ってない。

だから今、予算をひねり出すのは大変だ

けど、どこかの基金でそれをまかなわな

くちゃならない。それが今、みんなが憂

慮している一番大きな問題だと思うね。

その他には、ネットワークの中の見るべ

きじゃないものから子供たちをどうやっ

て遠ざけておくかとか、ネットワーク上

の窃盗とか、ハッカーのことを非常に心

配してる人たちがいるとか、いろんな小

さな問題があるけど……。

----Mosaicとはどういうふうに関係した

んですか？

Mosaicはイリノイ大学で書かれたんだ

けど、NCSAネットの中にあったんだ。

今、ぼくはそこで働いてるんだけどね。

だからMosaicについてはよく知ってる

し、実際今の仕事はMosaicサーバを通

じて大学のためにやってるわけだからね。

Mosaicの開発については、開発担当者

とよく話したね。事前に長い時間かけて

検討をやったんだけど、それからしばら

く彼らを見かけなくなって、突然ゴージ

ャスなMosaicが登場してきた。だから、

彼らが何をやってるか、何をやりとげた

いと思ってたかについては知ってたけど、

結局、彼らが自分たちなりにやったって

ことになるね。

Mosaicについては、まずスイスで開発

されたWWWという基礎になる技術があ

って、次にNCSAがそれを情報の視覚化

という方向に利用しようと考えたんだ。

彼らは合理的に画像を送る方法を検討し

てて、ジョー・ハーデンがソフトウェア

の開発をやってた。彼は非常に優秀な学

生を2～3人雇って、彼らが結局最初の

Mosaicを書くんだけど、テスト版が上が

ってから、それをMacintoshだとかマイ

クロソフトのWindowsに移植したってい

うわけさ。もう1つ、EUDORA（ユード

ラ）と非常に近いものもそこから出てき

てるね。スティーブ・ドーナーが

Macintosh用に書いたんだけど、その時、

彼は僕のところにいたんだ。

今のこういう連中は企業に雇われちゃ

ってるね。スティーブはクアルコムに雇

われたし、他のMosaicを開発した連中

はMosaic Inc.だとかいう会社に行っちゃ

ったしね。彼らはMosaicの商用版を開

発してるんだと思うけど、それでNCSA

は彼らの代わりに新しい人間を雇って、

Mosaic関係の仕事を続けてる。主に教

育方面の用途に向けた開発だけどね。

NSCAとしては、コマーシャル用途の

開発を求められることについて若干気に

してて、まだ大学の一部なんだし、教育

分野から切り離されるべきじゃないし、

そういうことに時間を費やすべきじゃな

いと思ってる。だから、NSCAとしては

商用化したい人にはお金を払ってやって

もらえばいいというふうに考えたんだろ

うね。NCSAはまだエンサイクロペディ

ア・ブリタニカをオンライン化するとい

うようなことをやってるけど、それはそ

っちのほうが自分たちがやるべきことに

ピッタリくると考えたからなんだ。

----米国以外のインターネットの動きに

ついて。

面白いことに、英国と日本は状況が非

常に似てるね。インターネット・プロバ

イダーの数も少ないし、大きな電話会社

があって、インターネットをどう扱った

ものかと決めかねてるというところもよ

く似てる。今、英国ではIIJのような会社

が出てきてる一方で、NTTにあたるBT

（British Telecom）が「インターネット

とは何か、どう扱うべきか、将来はどう

なるか」というようなことを検討してる。

ホームコンピュータの普及率が問題にな

ってるところも同じだね。

それから、米国でインターネットが普

及したのは地域内通話が無料だからとい

う勘違いがあるようなんだけど、それは

全然違う。たぶん20年くらい前の大都市
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圏ではそういうこともあったけど、10年

くらいかけて多くの都市で、そういう地

域はどんどん狭くなってきたんだ。

英国で面白いのは、昼間はどんな時間

でもダイアルアップでインターネットに

アクセスできるけど、6時を過ぎると突然

話し中になってしまう。というのは、6時

に電話料金のレートが変わるからなんだ。

だから誰もがみんなプライベートな電話

を使い始めるっていうわけ。

それから、英国も日本と同様、ポルノ

グラフィーに非常に厳しい法律を持って

るね。そういうものを排除しようという

セックスについての議論はだいたいは成

功しないんだけど……。

----英国ではインターネットの登場によ

って英国のデータベース業界が米国から

の侵略を受けるとか、被害を受けるとい

う話は出ていませんか？

そうでもないね。日本のほうがそうい

う反響は多いんじゃないかな。さっきの

セッションでも、インターネットの商用

化にからんで、日本は独自のCIX（キッ

クス）が必要だとかという発言が多かっ

たね。

欧州ではEU統合化の動きが活発だけ

ど、ビジネスのほうは電子メディアみた

いにはオープンにはなってない。メジャ

ーなプロバイダーたちは国境を1ミリ超え

るだけで電話料金が10倍にもなるってこ

とを問題にしてたね。

----日本のインターネットの状況につい

て、どう思いますか？

いろんなサービスプロバイダーがマー

ケットに入ってこようとしてるみたいだ

ね。一緒のテーブルにいた高橋さんによ

ると、少なくとも3つのショッピングサー

ビスが1年以内に始まるみたいだし……

でも全部がビジネスできるほどのマーケ

ットはないだろう。だから、どれかは生

き残るけど、駄目になるところもでるだ

ろうね。

それから内容に関して社会的な問題も

あるんじゃないかな。NTTはインターネ

ットにどう取り組むのか、はっきりして

ないみたいけど、事態は急展開してる。

インターネットをやってる人たちも、法

的な問題にどう取り組むのかが分からな

いみたいだし……。

英国では、電子出版の動きが出てるん

だけど、ほとんどのビジネスに17.5％の

VAT（付加価値税）がかかるんだね。と

ころが紙 の雑 誌 はそうじゃない。

“England Journal of Electronics”だか何

だったか、彼らは紙に印刷したものを

WWWを使って……いや実際にはWWW

じゃなくて専用のソフトウェアパッケー

ジを使ってるんだけど、予約をするとそ

れを使ってオンラインでアクセスできる

という形で提供することにしたんだけど、

オンラインで読むと17.5％高くなるとい

う状態になってる。つまり、印刷された

ものじゃないから、その分税金がかかる

っていうわけなんだけど、ヘンな話だよ

ね。

----将来のインターネットについて。

今のところうまくいってると思うね。

僕はインターネットを商用化しようとし

てる人たちとうまくやってるし、こうい

う展開以外にないんじゃないかな。

日本の場合、人口密度が高いというこ

とがあるでしょ。米国の場合には1マイ

ル四方に1人か2人しかいないということ

もある。そういう場所で電話会社にイン

ターネットへの接続を頼むっていうのは

ホープレスなんだ。だから、ガソリンス

タンドだとか、そういうところにインタ

ーネットのコネクション・ポイントを置

いておいて、そこでインターネットから

ホテルの予約を入れられるようにすると

か……そういうことが今後の展開には重

要になってくると思う。

次にどういうアプリケーションが出て
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くるかは分からないけど、Mosaicが今年

のベスト・アプリケーションだとしても、

次のものがどういうものになるんだろう

とみんな考えてるんじゃないかな。それ

にはちょっと時間がかかると思う。とい

うのは、今でさえ、どうやってMosaicを

うまく使うかっていうことがきちんと分

かってないからね。ほとんどの人が

Mosaicをきちんと使いこなせるバンド幅

の回線を持ってないし、Mosaicのリソー

スを作っている人たちも、手のこんだ良

いリソースを作るべきか、それとも適当

な時間内にダウンロードできるリソース

を作るべきかっていう価値判断をしなき

ゃいけない。日本で起こってることもそ

うだけど、リソースとしては非常にいい

けど、14.4Kbpsの回線じゃ意味がないと

いうものも多いでしょ？　時間がかかっ

てイライラするよね。だから、Mosaicを

使いこなすまでにいろいろと考えなきゃ

いけないことがある。もちろん、三年以

内に誰もが家にISDNをつなぐようにな

れば、そんな問題はなくなるかも知れな

いけど。

技術の歴史を見ると、新しい技術って

いうが出てくると、みんなどんなものに

でも使ってみようとする。プラスチック

が最初に出てきたとき、なんでもプラス

チックにしてしまうということがあった。

でも、そのうちに、これはプラスチック

で、これは木で、これは金属で……とい

う使い分けが行なわれるようになった。

それと同じで、今のところ、どんなもの

にでも……不適当なものに対してさえも

Mosaicを使ってみようという状態だけ

ど、そのうちに、これはMosaicでいい、

こいつは不向きだということが分かって

くるんじゃないかな。そうなった時に、

次にはどういうアプリケーションが出て

くるべきかが分かるんじゃないかな。
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